
道
筋
つ
け
豊
口
会
長
が
退
任

新
会
長
に
町
田
睿
氏
内
定

　

昨
年
、
約
50
年
ぶ
り
に
開
腹
手

術
を
受
け
た
が
、
術
後
の
痛
み
緩

和
ケ
ア
の
充
実
ぶ
り
に
は
、
大
い

に
驚
く
と
と
も
に
、
大
変
感
謝
も

し
た
。
昔
は
、
術
後
3
日
間
は
激

痛
に
襲
わ
れ
た
が
、
今
回
は
痛
み

を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
ど
ん
な
疾
患
で
も
、
病
気

の
症
状
で
一
番
つ
ら
い
の
は
痛
み

だ
か
ら
、
無
痛
化
の
長
足
の
進
歩

は
患
者
と
し
て
は
大
歓
迎
で
あ
る

▼
50
年
前
の
上
京
に
は
、
最
速
の

特
急
で
も
8
時
間
を
要
し
、
最
後

は
尻
が
痛
く
な
っ
て
き
た
も
の
だ

が
、
現
在
は
新
幹
線
で
4
時
間
を

切
る
。
冷
暖
房
の
完
備
で
、
ア
セ

モ
、
ア
カ
ギ
レ
等
は
死
語
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
科
学
技
術
の
進
歩
は

わ
れ
わ
れ
に
快
適
さ
を
も
た
ら

し
、
社
会
全
体
を
急
速
に
無
痛
化

し
た
の
で
あ
る
▼
一
方
で
、
そ
れ

に
伴
う
弊
害
も
顕
在
化
し
て
き

た
。
地
球
温
暖
化
な
ど
目
に
見
え

る
現
象
の
ほ
か
、
快
適
、
安
楽
な

ど
が
も
た
ら
す
精
神
的
な
側
面
も

看
過
で
き
な
い
。
困
難
を
克
服
し

て
い
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
「
生
き

る
喜
び
」
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
見
え
、
そ
れ
は
、
ひ
い
て
は

人
間
の
生
命
力
全
体
の
減
衰
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

無
痛
化
社
会
の
あ
り
方
に
、
哲
学

的
な
考
察
を
加
え
る
べ
き
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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豊
口
祐
一
同
窓
会
長
（
昭
和
34
卒
）
が
今
期

限
り
で
退
任
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
後
任
に

は
町
田
睿
氏
（
昭
和
31
卒
）
が
内
定
し
た
。
こ

れ
は
4
月
28
日
に
秋
田
市
の
協
働
大
町
ビ
ル
で

開
か
れ
た
平
成
26
年
度
同
窓
会
理
事
会
に
会
長

交
代
人
事
が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
も
の
。
会

則
第
6
条
の
定
め
に
従
い
、
正
式
に
役
員
人
事

が
決
ま
る
の
は
6
月
15
日
開
催
の
総
会
と
な

る
。

　

豊
口
会
長
は
昨
年
9
月
の
運
営
委
員
会
で
今

期
限
り
の
退
任
を
表
明
し
、
こ
れ
を
受
け
て
次

期
会
長
候
補
を
選
ぶ
選
考
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
。
同
委
員
会
で
人
選
を
進
め
た
結
果
、
町
田

氏
を
第
10
代
会
長
に
推
薦
す
る
こ
と
で
一
致

し
、
同
氏
か
ら
も
前
向
き
な
回
答
を
得
て
い

た
。
4
月
の
理
事
会
の
席
上
、
豊
口
会
長
は
任

期
満
了
を
迎
え
る
今
期
限
り
で
退
任
す
る
意
向

を
あ
ら
た
め
て
表
明
し
、
2
期
6
年
に
わ
た
る

在
任
期
間
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。
「
長
年
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
っ
た
会
則

や
諸
規
程
を
時
代
に
即
し
た
も
の
に
見
直
し
大

幅
に
改
定
し
た
ほ
か
、
同
窓
会
組
織
の
活
性
化

と
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
た
。
会
員
の
協
力

で
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し

て
い
る
。
次
に
つ
な
げ
る
道
筋
が
見
え
た
の
を

機
に
新
た
な
人
材
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
と
思

う
」

　

豊
口
会
長
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
選
考
委
員

会
の
推
薦
と
運
営
委
員
会
の
審
議
を
経
て
次
期

会
長
候
補
に
名
前
が
挙
が
っ
た
町
田
睿
氏
の
推

薦
に
同
意
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
出
席
者
か

ら
異
議
は
な
く
、
満
場
の
拍
手
で
町
田
氏
を
新

会
長
候
補
と
し
て
6
月
の
通
常
総
会
に
提
案
す

る
こ
と
を
了
承
し
た
。
こ
の
ほ
か
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
、
藤
盛
節
子
副
会
長
と
高

橋
正
毅
監
事
の
退
任
を
了
承
、
こ
の
う
ち
高
橋

監
事
の
後
任
に
は
、
運
営
委
員
会
の
推
薦
ど
お

り
佐
藤
隆
夫
氏
（
昭
和
50
卒
）
を
推
す
こ
と
が

満
場
の
拍
手
で
決
ま
っ
た
。
高
橋
貢
前
校
長
は

参
与
に
就
任
し
た
。

　

ま
た
、
理
事
会
に
は
平
成
25
年
度
決
算
と
平

成
26
年
度
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
理
事
会
は
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　

こ
の
う
ち
予
算
案
は
名
簿
会
計
を
廃
止
し

て
一
般
会
計
に
組
み
入
れ
た
結
果
、
総
額
で

2
千
4
4
0
万
円
と
過
去
最
大
の
規
模
に
な
っ

た
。
こ
の
ほ
か
今
回
の
理
事
会
に
は
、
学
校
創

立
1
4
0
周
年
記
念
募
金
を
原
資
と
す
る
秋
田

高
校
教
育
振
興
基
金
を
設
置
す
る
た
め
の
「
教

育
振
興
基
金
管
理
規
程
」
の
新
設
が
提
案
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。
同
基
金
は
母
校
生
徒
の
教
育
振

興
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
会
則
・
規
程
の
一
部
改
定
も
議
題
に

の
ぼ
っ
た
。
こ
の
う
ち
3
年
前
に
広
報
委
員
会

の
付
属
機
関
的
な
組
織
と
し
て
発
足
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
を
常
置
委
員
会
に
昇
格
さ
せ

る
提
案
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
常
置
委
員
に
任
期
を
設
け
3
年
と

す
る
ほ
か
、
特
別
委
員
会
の
委
員
選
出
方
法
を

常
置
委
員
会
の
委
員
選
出
方
法
に
合
わ
せ
る
改

定
案
が
了
承
さ
れ
た
。
出
張
旅
費
を
実
費
支
給

と
す
る
財
務
規
程
改
定
案
も
承
認
さ
れ
た
。

　

新
会
長
に
内
定
し
た
町
田
睿
（
ま
ち
だ
・
さ

と
る
）
氏
は
秋
田
市
出
身
で
昭
和
37
年
、
東
京

大
学
法
学
部
を
卒
業
後
富
士
銀
行
に
入
行
。
昭

和
63
年
同
行
市
場
開
発
部
長
、
64
年
取
締
役
総

合
企
画
部
長
、
平
成
3
年
常
務
取
締
役
を
経
て

平
成
6
年
に
荘
内
銀
行
代
表
取
締
役
副
頭
取
に

転
出
し
た
。
同
行
代
表
取
締
役
頭
取
に
は
翌
平

成
7
年
に
就
任
し
て
い
る
。
平
成
21
年
に
は
荘

内
銀
行
と
北
都
銀
行
と
の
資
本
提
携
に
踏
み
切

り
、
北
都
銀
行
取
締
役
会
長
に
就
任
す
る
と
と

も
に
、
金
融
持
ち
株
会
社
フ
ィ
デ
ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
兼
取
締
役
会
議
長
と
し
て

グ
ル
ー
プ
全
体
の
か
じ
取
り
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
。事

務
局
長
に
佐
藤
英
明
氏
就
任

　

空
席
と
な
っ
て
い
た
同
窓
会
事
務
局
長
に

は
、
昨
年
4
月
か
ら
事
務
局
長
補
佐
と
し
て

1
4
0
周
年
記
念
事
業
を
中
心
に
実
務
に
あ

た
っ
て
き
た
佐
藤
英
明
氏
（
昭
和
46
卒
）
が
4

月
1
日
付
け
で
昇
格
、
堅
実
な
事
務
処
理
で
手

腕
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。
佐
藤
氏
は
平
成
24
年
度
末
ま
で
教
職

に
あ
り
、
秋
田
市
立
桜
小
学
校
教
頭
を
最
後
に

退
職
し
た
。

次期会長に内定した
町田 睿氏
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